
〇
内
閣
府
令
第　
　
　

号 
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
及
び
第
百
十
四
条
の
六
並
び
に
道
路

交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
交
通
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
八
年　

月　
　
　

日 

内
閣
総
理
大
臣　

高
市　

早
苗　
　

 

道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令 

道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲

げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標

記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い

も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改　
　
　

正　
　
　

後

改　
　
　

正　
　
　

前

　

（
免
許
申
請
書
） 

　

（
免
許
申
請
書
） 

第
十
七
条　

［
略
］ 

第
十
七
条　

［
同
上
］ 

２　

前
項
の
様
式
の
免
許
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
写
真
を
添
付

２　

［
同
上
］ 

（
第
三
号
イ
、
第
五
号
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
提
示
）

 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
～
五　

略
］ 

［
一
～
五　

同
上
］ 

六　

免
許
申
請
者
が
令
第
三
十
二
条
の
七
第
二
号
、
第
三
十
二
条
の
八
第
二

六　

免
許
申
請
者
が
令
第
三
十
二
条
の
七
第
二
号
、
第
三
十
二
の
八
第
二
号

号
又
は
第
三
十
四
条
第
二
項
、
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七
項
、
第
八
項
若

又
は
第
三
十
四
条
第
二
項
、
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七
項
、
第
八
項
若
し

し
く
は
第
十
項
に
規
定
す
る
教
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

く
は
第
十
項
に
規
定
す
る
教
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は

は
、
当
該
教
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類 

、
当
該
教
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類 

［
七
～
十　

略
］ 

［
七
～
十　

同
上
］ 

［
３
～
５　

略
］

［
３
～
５　

同
上
］

（
運
転
技
能
検
査
） 

（
運
転
技
能
検
査
） 

第
二
十
六
条
の
五　

運
転
技
能
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
う
も

第
二
十
六
条
の
五　

［
同
上
］ 

の
と
す
る
。 

 

［
一
・
二　

略
］ 

［
一
・
二　

同
上
］ 

三　

方
向
変
換 
［
号
を
加
え
る
。
］ 

四　

［
略
］ 
三　

［
同
上
］ 

［
２
～
６　

略
］

［
２
～
６　

同
上
］

別
表
第
三
（
第
三
十
二
条
関
係
） 

別
表
第
三
（
第
三
十
二
条
関
係
） 

一　

［
略
］ 

一　

［
同
上
］ 



- 2 -

二　

コ
ー
ス
の
形
状
及
び
構
造
に
関
す
る
基
準 

二　

［
同
上
］ 

コ
ー
ス

基　
　
　
　
　
　
　
　

準 

コ
ー
ス

基　
　
　
　
　
　
　
　

準 

の
種
類

の
種
類

［
略
］

［
同
上
］

波
状
路

一　

次
の
表
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
あ

波
状
路

一　

［
同
上
］

コ
ー
ス

る
こ
と
。

コ
ー
ス

 

区
分

図
示
の
記
号

寸
法

区
分

図
示
の
記
号

寸
法

 
 

 

九
・
五
メ

長
さ

Ａ 

九
・
五
メ

 

長
さ

Ａ

ー
ト
ル

ー
ト
ル

 

幅 

Ｂ 

〇
・
七
メ

幅

Ｂ 

〇
・
七
メ

 

ー
ト
ル

ー
ト
ル

 

突
起
部
の

Ｃ 

二
・
六
メ

突
起
部
の

Ｃ 

一
・
三
メ

 

間
隔

ー
ト
ル

間
隔

ー
ト
ル

 

突
起
部
の

Ｄ 
二
・
一
五

突
起
部
の

Ｄ 

一
・
〇
メ

 

間
隔

メ
ー
ト
ル

間
隔

ー
ト
ル

 

突
起
部
の

Ｅ 

〇
・
一
四

突
起
部
の 

Ｅ 

一
・
一
五 

 

幅

メ
ー
ト
ル

間
隔

メ
ー
ト
ル

 

突
起
部
上

Ｆ

〇
・
〇
六

突
起
部
の

Ｆ 

〇
・
一
四

 

部
の
幅

メ
ー
ト
ル

幅

メ
ー
ト
ル

 

突
起
部
の

Ｇ

〇
・
〇
五

突
起
部
上

Ｇ 

〇
・
〇
六

 

高
さ

メ
ー
ト
ル

部
の
幅

メ
ー
ト
ル

 

傾
斜
部
ま

Ｈ

〇
・
〇
一

突
起
部
の

Ｈ 

〇
・
〇
五

 

で
の
高
さ

メ
ー
ト
ル

高
さ

メ
ー
ト
ル
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傾
斜
部
の

Ｉ

四
十
五
度

傾
斜
部
ま

Ｉ 

〇
・
〇
一

 

角
度

で
の
高
さ

メ
ー
ト
ル

備
考　

コ
ー
ス
の
側
端
は
、
白
色
の
線
又
は
金
属
製
の 

傾
斜
部
の

Ｊ 

四
十
五
度

枠
に
よ
り
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

角
度

 

備
考　

コ
ー
ス
の
側
端
は
、
白
色
の
線
又
は
金
属
製
の 

 

枠
に
よ
り
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二　

［
略
］

二　

［
同
上
］

［
略
］

［
同
上
］

備
考　

［
略
］

備
考　

［
同
上
］

備
考　

表
中
の
［　

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

 



　
　
　

附　

則 

 
 

（
施
行
期
日
） 

１　

こ
の
府
令
は
、
令
和
九
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和
九
年

六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

（
経
過
措
置
） 

２　

こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
府
令
」

と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
運
転
技
能
検
査
（
道
路
交
通
法
第
九
十
七
条

の
二
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
運
転
技
能
検
査
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
旧
府
令
第
二
十
六

条
の
六
第
一
号
に
定
め
る
基
準
に
該
当
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以

下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
た

運
転
技
能
検
査
に
お
い
て
新
府
令
第
二
十
六
条
の
六
第
一
号
に
定
め
る
基
準
に
該
当
し
な
い
者
と
み
な
す
。 

３　

指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
コ
ー
ス
の
形
状
及
び
構
造
に
関
す
る
基
準
は
、
新
府
令
別
表
第
三
の
二
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 


